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本 Makefile は SGI システム向けのビルド設定を集約し、特化したフラグを付与する。ターゲット集合と
ソース集合の関係は

R = {(g, s) | s � g} (1)

で表され、コンパイルフラグはベクトル

c = (c1, c2, . . . , cn) (2)

として保持される。更新判定はタイムスタンプ条件

tg < max
(g,s)∈R

ts (3)

に従い、該当部のみ再構築される。
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